
　宮崎県在住の発達障がいを抱えるピアニスト。
　子どもの頃から人とのコミュニケーションがうまくとれ
ず、憧れであった宮崎大学に入学するも、人間関係によるス
トレスで過呼吸発作を起こし、大学を中退。家族や周囲の人
は困り、悩まされたが、あすか本人も「どうして、まわりの
人とうまくいかないの？」と悩みつづけた。
　その後、宮崎学園短期大学音楽科の長期履修生となり、恩
師となる田中幸子先生と出会い、自分の心をピアノで表現す
ることができるようになる。短期留学したウィーンでも倒
れ、22歳で初めて生まれつきの脳の障がいである「発達障
がい」と診断された。帰国後、パニックで自宅2階から飛び
降りて、右足を粉砕骨折し、ピアノのペダルを踏めなくなる
が、現在では、工夫して左足で踏んでいる。
　たくさんの苦しみを抱え、自分の障がいと向き合ってきた
ことで、あすかの奏でる「やさしいピアノ」は多くの人の感
動をよんでいる。

｜開場｜12：30  ｜開会｜13：30
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のピアニストピアニスト発達障がい発達障がい からの⼿紙

■ 演 奏 ： 野 田 　 あ す か さ ん 　 プ ロ フ ィ ー ル
（ 発 達 障 が い を 抱 え る ピ ア ニ ス ト ）

■ 講 師 ： 野 田 　 恭 子 さ ん 　 プ ロ フ ィ ー ル
（ あ す か さ ん の 母 ）

　自身の子育てでの後悔や失敗、発達障がいの娘が得意なこ
とと苦手なこと、障がいがあっても一生懸命、前向きに生き
ようとするあすかのことなど、経験をもとに講演を行う。

⼊場
無料

さんさん

■��授産製品の販売コーナーもあります

演  題

（⼤ホール）

■ 内 容

■��⼊場無料

第１部　式典

第２部　記念講演

社会福祉功労者への表彰

講師　野田　恭子さん

演奏　野田　あすかさん

13:30~

（ ピ ア ノ に よ る 演 奏 ）
15:30 閉会

この事業には赤い羽根共同募金の配分金が使われています

野⽥ 恭⼦野⽥ 恭⼦さんさん

（申込不要。整理券は必要ありません。）

講  演

ミニ演奏会


